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根室原野の酪農経営
飼料生産をめぐる二つの型

杉 上 忠 幸

1　はしがき

　北海道は日本の主要な酪農地域の一つであ

る。根欝原野の酪農はその北海道酪農の中でも

主要なものの一つである。戦後は，北海遊酪農

の橿い乎が，道南及び道中央地域から，漸次，

道束及び道予め周辺地帯に移1テしつつある。乳

隼飼養農蒙及び飼養乳ムドの増減からみてもそう

言えるが，乳牛王頭当りの産乳堆及び乳牛飼養

規模という観点から，特に，そうなのである。

根室原野の酪農は十勝や網走や釧路の酪農と共

に本道酪農の鮫前ダllを歩んでいると菖える。

　本来，根側療野の農業盤麓としては酪農が最

も有利のように思われる。植産を極度に瓶i翻す

る～蕉蝶，火i廿歳上を多く持つ薄痩な厭野の∫｛二壌，

著しく小さな人口密度等々がその原因として数

え挙げられよう。然し，植産を抑圧し，酪農を

霜対的に有利にしているこれらの原因が，その

まま酪農そのものの発展の大きな障壁となって

いるもののようである、，

　本道酪農の最蔚列を得く：恨室酪農にも悩みな

しとは言えない。発展は常に障害と共1こあるも

のである。

　現在，根室原野の酪農が直颯している障害の

一つは，際給飼料調達の1覗難である。概して欝

えば，乳価や購入飼料の緬格の変化の中にあっ

て，酪農経営が安定し得るには，少くとも3～4

頭の搾乳隼規模が必要である。根室源野の乳隼

飼養農家も充分このことに気付いている。そし

て，農家が自己の乳牛飼養規模をこの線まで拡

大しようとして，まず【麟百iするのが，飼料自給

の囲難iなのである、その直接の原凶は二つあ

る。その一一つは，飼料畑や採学：地を鉱ノくする余

地がないと言うことであり，他の一つは，池力

（耕地も草地も含めて）が低いということであ

る。根室原野の中でも，農業生産に供華料簡し

た下等は，可耕地は勿論，由抹も原野もすべて

分配され利用しつくされている。脱存農家が闇

己の農場の周囲に薪たな農畑地を獲得すること

は容易でない。地力の低いのはこの地域のホ来

的麟然条件にも因ることながら，新開地趨叢の

宿命とも言うべき上地生産力よりは労鋤生産力

を重視した滋農法の結果でもある。従って，現

在の根室原野の酪農1こ与えられている問題の一

つは，与えられた洵積で，豊野の低い・1二地を如

何に野島的に聡いて，如何なる種顛の自給飼料

を生山するのが有効かと購うことにある。

　農地の利用の仕方一一それは又自給飼料調達

上の相異と言うことにもなる一一と需う点から

みれば，根室1京野の酪農に二つの聖を認めるこ

とが出来る。一つは，耕地依鯵自乳牛飼養とも

言うべきものであり，穂の一つは・草地依存的

乳牛飼養とも称すべきものである。前者は北海

道が行っている乳牛経済検定事業に加入して

いる農家にみられるが，微々たる存r｝iにすぎな

い。後者は一般の乳牛綱養農家に認あられ，極

めて普遍的なものである。

　乳牛経済検定事業は昭和26年以来，北海道の

指導によって行われているもので，その屋的は

乳牛の経済的能力を精査し，飼養管理の改善，

種畜の淘汰を図り，農業経営の含理化を期する

ところにある。

　近来，搾乳牛1頭当りの産乳i了ヒにおいても，又

乳牛飼養規摸においても，かなりの増火を示し

ているヲミ北地帯の酪農の発展の背後には，クロ．

バー一及びゲントコーンによる飼料生産の著しい
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増加を見出すことができる。又，十騰地方の酪

農にも，高い反当り収量を伴う広大な飼料畑（ク

ワバー，禾本科牧草，ゲントコーンの）がある。

これらの事実の意味するところは多い。

　以下に，上述の飼料生産をめぐる二つの型に

重点を既いて，実態調査の結果から，根室原野

の乳牛飼養の現況を眺めてみよう。

　　　　　2調査町の概況

　澗査は根室支庁の中標津i町武佐部落の乳牛飼

養農家の中から乳牛経済検定農家10戸，一般の

乳ヰ飼養農家9戸を選んで行った。調査対感電

聞は張網28年4月から翌年3月までである、
　なかしべつ

　中標津町は北海道の遙か策端，花咲帯島の基
　　　　　あっとこ　　　　　　　　　　　　　　　しべつ

都に位置する厚床駅で根室本線を標津線に乗り

換えて北議すること約2時間の処にある。根室

原野の文化交通の中心地でもある。然し，斑〔野

の景観はまさに荒涼，その主な1藍業は総放な有

畜農業とも言うべきか。町の総入1＝1は約13，GOO

にすぎない。

　その地形は，概して平垣及び緩波状の台地で，

北には千島火由脈の嚢惹い山々が懸まれる。西か

ら康に緩かに傾斜する擦野を流れる河川は，台

地を浸蝕して谷を作り，一大波状地帯を展開す

る◎

　土壌は火藁灰土と泥炭1ヒが支醗的である。普

通鉱質上下は局所に散在するのみである。火山

籔土の分布が最大で，泥炭坐は河川の下流域に

多く，荒廃地として在惹，

　年平均気温は5。Cで，夏肇は一般に低温であ

る。夏季湿潤，冬季乾燥で，特に6～9月の降水

量偏鋳は農耕に深刻な制約を与える。無霜期鵬

‘ま122き1｝こづ鴫ぎなし）。

　耕地漁横広狭劉本町農家数は5町～10町に最

　　　　　　　　　　　　第1表

も多い。（第エ表参照）然し農家は平均1G駐内

外の草地や荒廃地を持っているので，経営農胴

地は平均20町を超える。

　飼養家畜では，馬が最も多く，牛がそれに次

いでいる。（第2表参照）然し，近年，馬の飼養r

頭数がやや増加しているのに，飼養農．家数はや

や減少している。ξ図ま飼養農蒙数でも又，頭数

もかなり増加している。　（第3表参照）乳牛飼

義は増強されてきたと言える。

　　　　　　　　　　　へ　　第2表　 家畜家禽飼養ア欝数及び登頁数

　　　　　　　　　　　　（目護…零雪28年7．1）
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第4表作付颪積及び反収 （昭和27年間）
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甜菜の栽培がある。近来，亜麻の作付増擁はか

なり著しい。

3　乳牛飼養の状態

実態調査の結果から乳牛飼養について槻観し

てみよう。

　（1）牛乳の販売による収入　　乳牛経済検

定農家1芦平均では，農業総収入は約5王万4千

円，その約38％に当る19万7千円が牛乳販売

による収入である。その外に，根菜類（主として

馬鎧薯）の約10万2干円，麦、類による8万2千

円がある。然し，麦類は殆どが自も｛消費される。

従って，牛乳販売による取入が詰堰入の巾で筆

頭である。然し，財産藩；門の諸収入を合計する

と，約24万円で，殆ど総収入の半分に達する。

一般の乳隼飼養農1｛では，総1μ入中坪産部Plの

取入が占める比興よ褒に大きい。乳牛飼幾が経

営の最も重：要な部門であるのに，乳牛経済検定

農．家においてさえ，乳牛飼養部門と販売作物の

植産部門とが相互に代替する関係が認められ

る。（第5表：参照）このことは先述のように植

産収入が牛乳販売収入を上廻る事実と共に，未

だ，乳牛飼養が絶対的優位を確立するに至らぬ

ことを示すものであろう。

’（2）　飼養乳牛　　北海道で飼壷される乳牛

は，殆どホルスタイン雑種である。調査農室の

脳弓乳牛も附そうである。

　1戸当り平均ではフ経済検定遅芝弓ミは2．9頭，一

殺の乳牛飼幾三家は，3．4頭を飼養している。

従って，飼養規模では，前饗より後者の方が多

い。然し，飼li萎内容を詳細に1寅糊すると，…般

の飼li疑農家は二つの欠点を持っている。一つは

空心牛の多いことであり，（；：春6・表参照）他の

一つは老齢牛の多いことである。（第7表参照）

乳牛経済検定農蒙では｝戊牛頭欺のわずか4・5％

が空胎牛であるが，一般の乳牛飼養農家では約

第5表
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第7表成牝牛の年齢励分布

乳牛経済　頭　数

検定農家　（比率）

一般乳牛　頭　数
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22％がそうである。又，成牝牛中9歳以上の老

齢牛は前者では32％で，しかも，年齢刷分布は

極めて均一であるが後者では囎％に及び，しか

も；年齢別分布は乱れている。一般に，乳牛の

泌乳能力は7～9歳或いは5～8歳にして最高に

達し，以後，次第に減退すると言われている。

　飼養乳牛の中に空ll手1牛の多いことは，乳弗資

本の効率を低めるものであり，老齢牛の多いこ

とは，それと共に将来の賦金な薄生塵を損うも

のでもある。

　（3）　　ご篇三間産乳量　　　　拝年季レ…1二1頭≧紫り　＝・ド∫誤」益替

聞産乳1詮は，乳隼続済検定農墨では21．8、1：1，一

般の乳牛飼養農蒙では19．5石である。llll者が豹

2．3石多い。産乳1｛1：の分布をみると，前身では最

高40．石から最低15石の聞に分布しているが，

度数の最も大きいのは20石である。　後者では

最大38石から最小11石に亘り，度数は16～18

石に密集している。

　　　　　　第8表　藩：間産乳：量

i搾乳牛鷲矧繍幽
趣数i籔「購乳農乳離乳繋

　ヨ．　61　6　5　23
…）（26．D　　（2）（…）（1・・）

　与に重点が置かれる。然し，放敦地の草埜£が少

　いので，寿刈飼料を刈って与える場合もあるが

　余り一般約ではない。

　　放牧｝甑の草生は極めて悪い。従って，乳牛の

　移動は広範囲におよふが，その割に摂草｝1圭は少

　い。むしろ，放牧地の臨画には空腹な場含が多

　いと雷つた方が適明であろう。

4労働力の状態

　根室原野の慶業はiき隊労働力によって行われ

ていると言える。

　（1）　家族従事者　　1戸当り平均の農業従

尋購は，乳牛緯徽定農家では4・oん一艘の

乳牛飼養農家では4．1ノ＼である。全道平均は3．1

人で轟｝i者共にこれを上廻る。男女刷にみると，

共に女が多い。然し，金遣平均では男がやや多

い。第9表からは，一般の乳牛飼養農1まには壮

年の男子従事者が比興一町少く，逆に，老年の男

女従事者が多いと言える。

　　　第9表　年齢階層別称藁従事者数

灘麓象■ 　石
21．8　　　40　　　　15

　　　　　　｝

謹蘇i・8……・臼・
　　　　　　「

　（4）放牧　一般に，乳牛は6月初めから

圭0月一杯の間は放牧される。中には，5月初め。

から放牧する農家もある。又，11月半まで放牧

．している酸家もある。

　乳弗は，朝8ri寺頃には放牧地に引き鐵され，

：ダ方になると畜舎に帰る。搾乳のため，昼は一

時畜舎に渓るのもある。

　：放牧期問には，生塵飼端診縦って濃厚飼料の諮

18歳～55歳

15歳～17歳
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55歳～6G歳

　　計

・欝鱒竪窮理攣ii際

　人
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0．20

　0
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　入1　舅
1：ll器

　　。、。iα301

蹴l／

　入．　　入1　　入
L3a　1．56　2．89

心．11　0．22　033

　0．0．22　0．22

0．44　0．22　0．66

鵬2ｻ4・10
　（2）　雇傭労働力　　調査した乳牛経済検定

農家10戸に対して，勇女各々1人の年薩と年

間延120人獲の臨時傭が使われている馨～般の

乳牛飼養農家g戸では，年闘延177人i三1の臨時

傭が梗われている。一雛的にいって，家族従讐峯

蒲の少い農家がこの臨時傭を容れている章これ

は労働力の供給が少く，需要がむしろ↓廻るか
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らである。従って，家族従事者の少い農知ま高

い労賃支払に脅されねばならない。宗族従事者

の少い農家が臨時傭を宕：れる傾向1ま，一般の乳

牛飼養農‘ぐに特に明瞭に現われている。これ

は，一般の乳卑飼養農家の家族労働力の構成が

先述のように腕弱だからである。

　乳牛経済検定農家ユ0戸が臨縫簡を容れた作

業は，第10表の如くであるQ　臨時傭は乳牛飼

養に関係ある作業よりは酸耕にのみ関係する作

業iに多く傭われている．乳牛飼養に関係する作

業では，女より男の臨時傭が多いっ1｝1（草刈りに

は手間替えが行われている。漕

　　　第10表　鶴時鋳を容才したイ乍診糞

　　1欝難讐i学内哩晒健
｝馴謬｝ぐ1鑑計隠

男

女

計

人［．i．

7．0

5．6

：1a6 P11㍗431騨α71

麟lil：麗1：：…

　…　i　i

5豆23．5！・・n

26涯61湖。

31．485．1　ユLO

5　農機具と労力能率

　プラウ。ハロー。カルチベーターは各戸に少

くとも1台はある。へ一モーア・ヘーレーキ。

馬鈴薯掘取機を共同で剛雪11している農｝こは比較

的多い。1戸当りの台数では，プラウ。ハロー・

ヘーモーア・へ一レーキ。へ一カッターは乳宰

経済検定丁丁こ多く，カルチベーター・薬剤撒

布機。動力脱穀機は一嶺髪の乳牛飼謁農家に多

い。然し，いずれにしても装備がよいとは言え

　第11表　農機具1台目り耕地採草地衝積

1

台

当
り

耕
地
面
積

プ　　　ラ　　　ウ

ノ、　　　　ロ　　　　　ー

カルチベーター

馬鈴薯：せliP轟～健

薬剤撒布器

i経済検；一般川
里雌箏墾農箏、
1　　　　　　　　反60蚤l

ll：1

19αOP
443

57．0

44．8

39．1

133．0

78．3

三煎りへ一畦一ア　168d　532ゆ
牧草畑採　　　　　　　　　　　i

韓鰍へ一…キ王5鰍25α0

ない。

　農機興1台当りの耕地，採草地面積は労働能

率の大小を比較する一つの指標となろう。耕

伝。砕上。整地の労働能率は，両乙訓群に大差

はない。中耕除草。薬謂撒布等の栽培管理では

一般の乳牛飼養農家が比較的i藍い能率をあげて

いるようである。然し，牧草の収穫では乳牛経

済検定農家の労働能率の方が高いようである。

（以上第11表参照）1糞乞草の調査に際しても岡様

であろう。へ一カッターの1芦当り台数は経済

検定農家に多い。

　　　　　　6農場施設

　主要な農場施設は，納屋。農機具庫・畜舎・

サイロ。堆肥場。尿溜である。殆どの農蒙は乳

隼と馬を岡じ畜舎に飼っている。一般的にいっ

て，肥州の比較的大きい畜含は乳牛経済検定農

蒙に多い。牛・馬1頭当り平均畜舎坪数は検定

藤家が5・1坪，一般飼養農蒙が4．2坪である。従

って，坪数からみて両者共に充分と言えよう。

然し，寒地の乳牛飼ii旨には保｝羅，の良。不良が産

制｝1ヒに大きく左省するといわれているが，畜舎

の保温状態は概して悪い。又，床の一部をコン

フリー｝で固めて，堆厩肥の収容襟出を容易に

したものも少い。

　調査農菜の84％がナイロを締えている。　円

1海形のコンクリート。石造。又は煉瓦；撃婆の抵衷

式が多い。乳生玉戸当りに源｝り当てられるサイ

ロ容積は，乳牛経済検定農家の平均では543立

方尺，一般の乳牛飼爵下剃では457r砲三尺であ

る。然るに，乳牛1頭に対して1日0．6貫のエ

ンシレージを5カ月分（11月又は12月～3月又

は4月）胴略すると，約900貫を要し，これを

収容するに要：するサイロの容積は約200立方尺

で悶に卜う。

7　土地利用の状態

　調査農蒙のヨニ地は大部ラ｝が火由灰土である。

神積雌は河川流域の低地に少し散見される1こす

ぎない。

　1戸当り経営麗用地の平均面積は乳牛経済検

定農家が約22町，一般の乳牛飼養農家が約24

町である脅経営農用地の大きなζの地帯では，

δ3



丁丁に殆ど差はないと雷える。

　耕地と草地とで，経営農用地全体の約6割を

占めているが，これは両農家群に共通している。

然し，耕地と草地の配分には大きな相異がある。

耕地と草地の面積比は乳牛経済検定農家では，

3：2であるが，一般の乳牛鋼糞農家では1＝1で

ある。（事12表参照）。従って，経営農用地i鶴積

の相等しいこと，その6麟が共通して耕地と草

飽であることを前提とすれば，士地利絹方式に

おいて，乳牛経済検定農家は「耕地的」といい

得るのに対して，一般の乳牛飼養農家は「草地

的」といい得よう。

　根室支庁の乳牛飼養農家の総平均では，耕地

と草地の比率は3：4であって（第王3表参照），

調査農家の中の一般の乳牛飼養農豪の場合に極

めて返似している。従って，草地的な滋地利用

に基づく乳牛飼養は根室原野の旧離的傾向と需

えよう。草地の殆どが放牧地と採草地である。

乳ヰ経済検定農家は平均約2町7反の放教地と

1町1反の採草地を持っている。一般の乳牛飼

養農墓は平均約5町の放牧地と約2町3反の採

草亀を持ってい㍍放牧地と採草地はlll乏して

2：1に分けられている。従って，草∫也依存的な

乳牛飼養の実質は放牧式だともいえる。

　ヒの放牧式乳牛綱養｛ま特に戦時中に，種々の

　　　　　　　　　　　　　　第12表

外的強1膿ご対応して採られた根室原野の乳牛飼

養の姿でもあった。応召。農機貝の不足・離農

農家の続出。労力集約的な｝戦時作物の強剃耕fド

は，最も粗放な放惣方式によって飼育牛馬数を

維持させた。その結果，草生に寄して過放牧だ

といわれながら，労働力不足を救うため，草地

地力の掠奪に走ったのである。例えば根室源野

の開発が一応安定した昭和7～12年当時で1ま，

チモシーの平均反取は約10D貫であったが，現

rEでは，永年草地の反駅は30～40貫程度に落ち

ている。要するに，草地依存的な（その実質は

放牧地依存的）乳画会司養は，いわば根室原野の

伝統的営農であるともいえよう。そして，それ

が地乃を収奪し続けたのである。

　乳牛経済検定農家は平均約9町の耕地を持

ち，一般の乳牛飼養農家は約7町の耕地を持っ

ている。概して前饗が多く，平均値では約21町

の差となる。一般約に・緋地の約8讐；liは飼料作

物と販売物の生灘に用いられているといえる。

最も多いのが飼料作物で耕地の約半分がこれに

当てられている。自家用作物と，自家用兼販発

用作物には約21劉が用いられているにすぎな

い。作付面積では，牧草。ゲントコーン。燕変。

馬鈴薯。細心が多い。

　作け比率からみれば，一般の乳隼飼鍵農家は

凝望農用地の地昌割慨積

耕　　地　草 地蕊廃地i混牧林i林
　i　　　　　i
地iその他i　計
　i囁　　レ

乳牛繍帳駅家1
（・レ　率増

一般乳牛飼養農家

（比　　　率）
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　9G．娃　　　　　　4L6i
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（…）i

20．9：

（＆・）1

　1．0

（0．4）

2184

（100）

236．2、

（100）

　　　　　　　　　　　　　三唱表　乳牛飼養農家の土地利用の状態
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第、4表山塊の利・用状態

栽　　培　　作　　物
　　　　　　　　　i作付面積｛比

乳牛経済検定農家
率1反

　　　一般乳牛飼養農家
収． ?付面積i比． @率．i友　　　収

飼

料

作

物

牧　　　　草

　ゲントコーン

｝燕　　麦
　ル　 タ　パ　 カ

「家畜かぶら

1小　　　計

26．2i

　セ
11．0

　1
8．0、

　｝
13・

　　
0．11

　1
46．5

　1

販

売

（。9）1

（1④i

（0．1）1

（…）｝

馬

菜’

甜

菜

斜

脚
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．鈴　　薯i

　　豆
　　菜
　　種
　　麻
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αa2）！　8・・貫

イ乍

物
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・レ・
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用i稲
作

物

1疏
11・

柵

下

黍

菜

計
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　てい
家鴛
　　　大
玉作
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13．7　　　　（15．2）

7。41　　　　（8．2）

2．51　（2。8）
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（7。8）1

6．0

0．8

0．1

1．0

7．9

（11．5）

（4，4）

（2．6）

（1．1）

（4．7）

（24・9）

（8．6）

（1．1）

（0．1）

（1．0）

（11．4）

2．3俵

0．9俵

5，21

王・『

a尋

　1
．コ

20．3俵

　L4俵

2β50斤

　0．4俵

390斤

（7，5）i

（1・7）1

（9．2）

2．2俵

1。4俵

　　　　欝　　　　　　　90．2

むしろ飼料杵物の栽培に比較的多くの耕地を築

き，乳牛経済検定農家は1坂売臨物に」七較的多く

割いていると言えるかもしれない。（第14表参

照）。然し，両者の耕地利胴上のノ、：きな縮違は，

後者が飼料作物の作付面積で約1町｛まど多く，

又販売作物でも約1町ほど多い点にある。鍵っ

て，乳牛経済検定農家の4＝地利用にお1ナる耕地

的は，実質的には，「飼料作物と販売作物の栽培

による耕地的」であるといえる。

　綱料作物栽培上の罫可膿星群の相異は，乳牛li蓑

済検定農家が，牧草を約6反，ゲントコーンを

約3反程多く1乍付けている点にあるも一般の乳

牛鼻繋馬漕もこれらの飼料fド物の栽培にかなり

努力しているのである。また，販売負三物栽培．し

の椙異は乳津経済検定農勤三馬鈴薯を約6反・

菜賄約蝋程多く循柑烈・る点｛嫡る．・従

1．2俵

1．0俵

　　ミ
（100）i　一　「69・5図100）

つて，飼料作物と販売作物の栽培による耕地的

上地利絹方式は，庚にli練1｛に「自給飼壕斗たる牧

章・ゲントコーン，換金作物たる馬鈴薯。菜亜

の栽培による耕地的」だといえるポ

　かくして，以上のことを要約すると，一般の

乳牛飼養農家の1＝開脚利）潟はr放牧地的」といし瓜

得るに対して，乳牛経済検定農家のは「牧｝塾：。

ゲントコーン（自給飼料）馬鈴薯・莱篁（換金

イ乍物）栽培による：耕地的」　といい得よう。

8　乳牛飼料調蓬の状態

　乳牛飼料の大宗は，飼料単位からみれば，ゲ

ントコーン・配合飼料。乾草であり，可消化純

鑑白質（DTP）からみれば，況合飼斜・デソ

トコーン・乾草である、（第15表参照）。

　自給率は飼翠陣粒：で7～8饗111，箕∫消化純蟹白質

55



第15表 霊要飼養調達の状態
　　乳牛経済検定農家10戸，一般乳牛飼養農家9戸幽

趣號k爾需瓢彌一…経済網（騨溝闘牛（彌
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飼
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31，7501
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　　　　　　　　（2．8）i　　　　　175：（6・のi

・7・・）i吻・・…i
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（・・＞i

（・・）i惣
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　。1
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（57．8）

（0．8）

（2．5）

く0）

（L9）

（63．0）

　　　　　計　　　7亀835i

で轄li内外である。然し，いずれからみても，

乳隼経済検定農家の職給率が高い。（第15衰参

照）。

　自絵飼料の大宗は，デン｝ゴーンと乾草であ

る。然し，一般にはゲントコーンの方が多い。

これは，乾草の多くは馬に給与するためもある

が，むしろ，広大な採草地の地力が低く収議が

少いためである。デン卦一コーンと乾草の給与

を闇闇すれば乳隼経済検定農斜まゲントコーン

に多く，一般の乳牛飼養農家は乾草に多い。こ

れは，前者がデン｝コーンを多，く栽培し，後醤

　　第16嚢　乳牛1頭当り調達量（年聞）

　　　　　　　　　　　i飼壁位i購告

・・…1・・23・1…G・レ…gi（…）i・9431（1・・）

乳牛1頭当夢調達墾：

乳牛経済検定κ農家㌦

一般乳牛飼養農家

　夏舩
2，540

2，160

k欝
216

224

　　　　搾乳牛1頭当り必要量①

癒蜜漏秘露
2晦の場長

ゴ…… ｭミ9

　258

　237

①L体露は5GO　kg，脂肪率3．4％，搾乳

　　　期間玲ヵ月とする。

　　2．6月～10月は放牧期闇とし，維持飼

　　　料は給与の必要ないものとする。

　　3．11，12，1，2の各月はi寒冷時とするQ

がより広火な採蜂地を持っていることの諜果で

ある（罵の頭数は両農家に差はない）。乳隼飼養

における隔地利用の二｛：｝蕎異は自給飼料調，垂のτ痴に

かかる差興を憲らしている。

　乳隼1頭当りの飼料給与ll｛：についてみると

（但し幼牛も成牛並みに取扱って），飼料単位で

は乳牛経済検定慶家が多く，11∫消化純蛋白質で

は一再の乳牛飼1細意芝が多い。（第16表参照）

今，これを年間産乳蹴20石と22石の田田の算

定値（第16表参照）にヌ鯵：ヒしてみると，一般の

乳牛飼1髪農家は現行痙孚Ll設に対して，τiT消1蹄桂

蛋白質の給与では過剰気昧，乳牛経済検定農家

並みに年間22石の産孚Lill二をあげるには，飼料単

強で増給の余地あり，と思われる◇これは，一

般の乳牛飼養農叙ま醜合下司料を多く用い1ゲン

トコーンの生産が少く，牧草に飼料調選窪の重点

を隈く結果である。然し，乳牛経済検定組合の

検定終了ヰ成績は，検定卑は飼料単位にお聾｝て

十分であるが，蛋由質において，1頭当り平均

約10kgの不足を来していると報じている。

　一般の乳牛飼養農家の飼料調達構造は，飼料

源を草生の少い草地に多く求め，飼料の耕地栽

培が員：絞的少い上趣漁礁方式に，そのまま，．直

接通じている。その結果が，寒冷時（U，12，1

月）の乳量減退を齎している尊即ち，その乳牛

飼養が放牧に頼り，冬期聞の飼料給与が十分で
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ないからである。又，早春の乳量：滅退は放牧牛

のための草生が極めて貧弱だからだといわれて

いる。この傾向は　第1図　産乳量の年間変鋤

乳牛経済検定農家　（乳牛経済検定農家10戸分）

にして第1図の通

りである。

　然し，いずれに

せよ，第16表上段

の数字は調査農豪

が乳牛1頭当り幾

何の飼料を霞給や

鐘

縁0　・

720

　　1則寧淵盤量’『参

80．

60
’　2　3　り　写　昏　？　9　？　鐙〃F2肉｝

購入によって調達しているかを示すものであ

る。実際の給与量そのものではなく，総飼料ll；：

を頭数害琶にした罰当量である。この数字は飼料

調達構造を現行のままにして，乳牛飼垂鎖数を

増加するとこの極めて臨機なるを示す指標の一

つでもある。

　但し，規行の総飼魁量は飼料調達構i告を殆ど

フルに働かせて得たものであることが前提にな

るが，これはほぼ現実の状態である。

　乳牛経済検定農．家が可消化純蛋白厘鷺の給与で

はやや不足しているが，飼料単位を十分に給与

して，一般の乳牛飼養農家より高し〉産乳水準を

示しているのは，既述の如き耕∫亀戸i＝地利糊方

式に基づく飼料調達構造を持っている結果であ

ろう、，

9　栽培作物の経済的選択

　一般釣に六って，農業生産では，土地。労働・

資本の各限界収益がそれぞれの限界費用と一致

する点まで，各要素を追加投資するのが，最も

有利である。然も，農業生薩においては，労働

の限界生産力というも訓諭氷の臨界生産力とい

うも，自然的諸条件を含めた．窯地生産力に左：右

されるところが極めて大きい。又，土地は不増

加性並びに不移動性を持っている。それで，農

作物の立地に際して比較有利性の源理力麦作用す

る。特に，日塞のように，各農業地域桐互問で

の労鋤及び資本の投下量に桐異が小さく，また

これらの要素が各地幽間を移動することの少い

場禽には，農作物の立地はより多く至地生産力

への経済的適合を強要される。所謂，比較有利

性の原理がそれだけ表面に打ち出さ奢τる。即ち

或る農業地域には他の磁土産地の各作物及び家

密の生産に対して去ヒ較有利性のより高い作物，

或は，比較不利益のより低い作物を生塵しょう

とする作用が働く。この比較有利性の指標は，

一作物又は家畜の各生産地間の反当り純収益の

比較値｝こ求められるべきであろう。着し反当り

純収益亡反当り収差との1＝｝男に芭の相関関係があ

れば，一作物の各生産地間での反当り収曼1：の比

較値を以て，比較有利性の指標と噸数すこと

も出来る。畜産の場含にも，このことは妥当す

る。例えば，引出生産の場合｝こは1頭当り産乳

量ではなく，反堂り産乳量の各地域闘での比較

値が問題となるQ第17表は，根室地域の牛乳並

びに各作物の比較有利榛又は比較二fく利益を検討

するためのものである。現実には，純収益の比

　　　　　三口表　反取の比較

　　　　　　　　　　　（昭和18～27鰹三迄の10当年平均）

金　　道

、平均反収

家畜かぶら
亜　　　　　麻

家畜ビー　ト

青　刈　大　豆

デントコーン
ノレ

大

馬

韓

小

甜

菜

大

タ　　パ

鈴

力

麦

薯

麦

麦

野

曝

294

34

根　室i書驚警

鞠反暢二面

　　　　　　　i
　　　　　豆i

赤ク。バ■
　　　　　　　i
玉　　蜀　　黍l
　　　　　　　E
　　　稗　　i
　　　　　　　ミ
牛　　　　乳①i
　　　　　　　i

・66P
認
、。11

7流i

　貫i
2讐i

1・158

670i

17諮i

’建
679

7讐i

3等i

9151

LO

18・4P

・鐙

、ll1

255

l鰻i

罎

畿

il…

麟i

・9箔i

131．4

1王3．5

100．3

94．5

91．5

89．5

78．4

64，5

62．7

59．Q

58．0

57．3

52．6

52．4

48，0

40．7

103．0

北海道；根釧天北地帯瀦農振興方策18蓑よ

塑作成

①牛乳は搾乳牛頭当り騰乳漫，li譜ll　28年の

　値。農林省統計調査事務所編，北海道の畜

　騰より引用
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較値によって比較有利挫を域謝することは園難

なので，便宜上北海道平均と根室の反収の比感

心によった。これには，先述の通り，反当り純

収益と反当り収量：に正の相関関係があること，

広域市場に一物一雨の法則が春i旧することが理

論的前提になっている。

　根室地域では，ヰ乳は販売作物より低い不純ll

益陸を持つであろう。1頭当り産乳1｝1：は全道平

均より高く，又，赤クロバーを除くと，飼料1乍

物の比較不利益性が抵いからである。従って，

：恨室池域では経営の重点を販売作物に置くより

は，牛乳盤1麹こ置く方が有利であろう。それに

も拘らず，既述のように，現rε，販ゲ窪作物部門

が乳卑需品部門と代替する関係にあるのは考慮

すべきである。

　概していえば，販売作物は飼料作物より｝費吾い

比較不利益性を持つ。倶し，璽麻と赤クロバー

は例外である。又，販売作物としての菜種も抵

い比較不利益性を持っている。従って，購入飼

料に依存する乳牛飼養がシェーレ現象に対して

不利なことは，暫く措くとしても，嘉日1鱗勿を

換金して飼料を購入するのは，根室原野の乳牛

飼養にとって極めて不利だといい得よう。反当

り産乳疑が販売作物の反駅の高い，他の乳牛飼

養ま講話に対して著しく劣るからである。．従って

一般の細面飼養農菜に購入飼料の多し）傾鵡は十

分検討されねばならない。

　然し，調査農家の販売作物の大宗が馬鈴薯で

あり，これに次ぐのが塩豆であることは，販売

、作物の中では，亜麻を除くと，馬鈴薯の比較不

利益性が最も低く，菓豆が甜菜と共にこれ｝ζ次

いでいるのに相応じている。

／　今，帳室地域で栽培される飼料作物を根菜

類。青刈飼料・乾草に分けて考察すると，乾草

は根菜類・青刈飼料に比べて最も高い比較不利

益性を持っているといえる。根霊地方の代表的

な根菜類。青刈飼料。乾草として，家奮かぶら。．

ゲントコーン・禾‡科牧草について検討してみ

よう。ゲントコーンと禾本科牧草の反収は金道

の如何なる地域よりも低い（第17，第18表参

照）。昭繍29年，28年初にそうである。29年は

凶作年であった。28年は政治凶作といわれたが

根室は決してよくなかったg28・29年の金道平
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第18表　飼料作物の地域剛の反版比較
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　貫1
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、8921
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4131
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4891

3771

22§1

377】

546

72荏

4講i2遜
396i　387

392i　327

415i　419

356i　408
　i
339i　294
2ggi　412

262i　265

346i　253

52α　352
　　
289｝438

379｝337

611ヒ441

503｝584

杢幽均岡257i693i…｝3861391

　　　　　　北海道庁統計課の資料より作成

①癒草の反双

均四駅を1GOとすると曇根室では，家畜かぶら

カ‘93，　デこ／｝コーン1ま52，　禾本著き桝タ：射目ま37ζこ

すぎない。禾本科牧草の比較不礪鐙性が鍛も高

いといえる．

　根室原野のように農業生薩の外延的四境にあ

る地域では，上述の平年作の下での検討と蕪に

豊作や凶作の持料なイノ［i況の下での比較有利性を

検討しなければならない。

　一般約にいって，根室では，豊凶作の下では，

各作物の比較不利益性が平年作の場合より著し

く高められることが認められる、凶作には，こ

の傾肋特に激しい。又，販売作物に対する飼

料作物の大きな有利性は失われるようである。

　然し，飼料作物では，豊作の場合，ゲントコ

ーンが最も低い比較不利益性を示し，禾本科牧

草がこれに次いでいる。凶作では，禾本科牧草

の比較不利益性が最も低くなりゲントコーンが

これ1こ次ぐ。しかし，火差はないき家畜ビート

は豊作凶作では最も不利な飼料となるようだ⇔

然し，第18嚢では家畜かぶらは凶作でも決し

て不剥ではなかった。



第19表　豊凶年における反服の比較

金道平均反収を100と
　　す　る　指　数
1豊イ乍の揚合　i　区ξイ乍三≧2揚窓

大

小

燕

大

小

戦

馬

亜

三遠‘

家畜
デン

鈴

稗

ピ　一

麦i

麦i

書：

豊；

麻i

ン

68．0

63・w

　　　ト　コ　一

禾本科牧草i
　　　　　　　　　i

　で簸し，昭魂8，9，21年1を豊作

　　　　昭和7，16，20年を凶作としている

　北海道；帳釧ヲミ北地帯酪農振興方策　第16表

　　　一より作成

　販売作物では登凶作を通じて，馬鈴薯の比較

不利益性が極めて低い与殊に，凶作では最も低

い姥較不利益性を承す。然し，豊作では亜麻・

菜豆の比較不利益性の方が低い。燕麦は，豊凶

作を通じて，馬鈴薯に次いで安定している。

　平年作・豊凶作を通じて1検討してみると，ゲ

ントコーンの比較不利益1生は意外に低い。今迄

の定晃に反して，禾本科牧草の比絞不利益淑ま

ゲントコーンよりも大きいようだ。

　然し，ゲントコーンは，環在，根室地域では

不安定作物だとされている。それは，技術的諸

条件の下では，未だにそうなのであろう。然し，

経済的諸条件の下では，重1乏早そうではないのだ

ろう。永年にわたって行われて来た隼馬の極め

て粗放な放牧，しかも，労働力節約のため｝ζ行

われた，草生に鴛する過放敦が地プ｝（耕地も革

地も含めて）を掠奪して，h環在の極めて粗放な

栽培では禾本科牧草のエ七較有利牲を極度に低め

ゲントコーンよりも不利にするに至ったのだろ

う。耕地に栽培される禾塞科牧草でも施胆され

ることは殆ど全くない。試みに，現在の反収の

宇で，根室原野の各飼料作物が学L牛1頭を飼薮

72・6i

66，2i

71．4i

785

74w
81・5

45．5i

6a4［

24，2

75．7

68．5
　　

40，5

38．7

62．0

14．6

17．2

10，6

77．0

42．8

66．5

1，1

18，8

57．2

58．5

するに幾何の耕地を必要とするかを算定してみ

ると，飼料単｛立については，乾草が約3町，ゲン

トコーンが約5反．ルタパカが約7反である。

但し，年間産乳量は22石とし，5カ月間は放牧

されるものとしている。従って，飼料単位だけ

からみても，放牧地の外にこれだけはいるわけ

である。乳牛飼養頭数を増掬しようとする見地

からも牧草に多くの飼料源を求めることが極め

て不利なことがわかる。

鴇　む　す　び

　既に，述べたように，一般の乳牛飼養農家が少

くとも乳下経済検定農家並みの産乳量を得るに

は，飼料単位で更に増給する必要があるように

思われる。そして，畠給飼料（即ち組飼料）の

増産を阻んでいるものは，～般乳牛飼養農蒙の

二1二地利用方式そのものにあると考えられる（と

同人に飼養乳隼構成にも欠陥があったが）即ち，

草地的ニヒ地利用，そして，放牧勉依存馬入牛飼

養が高給飼料の増給を阻んでいたのである“そ

して又，殆ど全く肥料を与えないような牧草の

栽培法では，その経済的有利陸を全く失わしめ，

かえって，ゲントコーンの経済的有利挫が首｛立

に立つに至っていることもわかった。この点で

は，耕地で牧草も栽培するけれども，デン｝コ

ーンもより多ぐ作る乳牛経済検定農家に1日の

長があると言える。放牧による乳牛飼養から，

耕地での飼料栽培による飼養に射し）ている乳隼。

　　　　　　　　第20表

1論詰翻輪認

　昭　和　　9　年

　　　　　　11

　　　　　　13

　　　　　　16

　　　　　　17

　　　　　　19

、　　　　　　20

　　　　　　25

　　　　　　26

　　　　　　29

　　　　　　30

北海道統計書に蓋く
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5．76

6．05
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8ユ3
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3．90

3．92

5．04

4．84

…… ﾁ
2，27

2．41

2．33

3．28

3．47

232

2．32

1．38

1．57
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経済検定農家は，一般の乳牛飼養農家より宿給

飼料をより多く生産して，より高い桜鯛日1二をあ

げている。そして，その背後には，いわゆる牧

草・ゲントコーンによる耕地的（又馬鈴薯・菜

豆にもよっていたが）ニヒ難零1用と耕地依存的乳

牛飼養があった。

　先に検討された禾本科牧草は，耕地に栽培さ

れたものについてである。採革地の禾本科牧草

の反収は飼料畑のものより，より懸いであろう。

玖牧地のものは奥に低いであろう。然し，これ

までの分祈でみたように，牧草は根室原野の乳

牛飼養にとって重要なものであるpそれにして

も，永年草地的な粗放な牧草生産1こよる乳牛飼

養は既に経済的限界にあるを隠るべきだろう。

たとえ，労働生1童力の高度化がタ〔：決であるとし

ても，上地生塵力を無視した粗放な隼：地依存泌

乳牛飼三観ま十分顧みられねばならない。然し現

在の根室原野の農業生産は，嘗て戦時申の如

き聖蹟な労働生産力の角上を要求しない。むし

ろ，土地生謹力との併進が望まれている。第20

表はこのことを示す一つの指標でもあろう。

　以上を要するに，乳隼経斉検定農墾が，乳牛

飼養において耕地依存i；1勺であるのは，より合経

済法則灼だと言える。

　乳牛経済検窒農家と言う一群によって，旧い

乳牛飼辮を脱皮して権室源野の農業生薩力をよ

り、rI据二させようとする新しい試みの一つが芽生

えつつある。然し，その芽はまだ弱く小さい．

如何にしてかかる芽生えが環能であるのか，そ

の粂件分獅が今後の課題である。
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るかを知らねばならない。この書は，日2顯膿の経営診断潜であり，酪農続

済はどう動くかを観測する．〈天気図〉である。問題の欝，ノ
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開発をその政策的見地毎ら，体系的に」モ購謝しようとする試みをしたこれは最、

初の労作。本邦においてこの種専門書の皆無にζ專しいとき，闇群峰憐と1＝舞組、

み，また開発問題を研究し，政策を推進する人々必携の書／
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